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薪によるエネルギーの地消地産推進事業

林業関係者、薪利用者、流通・販売、行政関係者などが連携し、地域内で薪が流通する仕組みづくり
を進める。

薪は身近なバイオマスエネルギーであり、最適な里山資源の活用方法であるが、利用者と生産拠点が離れてお
り、運送コストが割高になるなど非効率となっていることから、県内各地域において、薪の製造・販売拠点の整備、
配送システムの構築を行い、地域で循環するコンパクトな流通の仕組づくり（薪の駅）を進めることが必要。

薪流通の仕組構築モデル件数　概ね10件程度/5年間（平成30年度実績3件）

薪を地域で活用するためのノウハウが不足しているため、本事業により複数のモデルの構築を支援し、
他の地域でも薪の利用を進めるために必要なノウハウの蓄積を行う。

・里山においてこれまで活用されていない未利用材の利用推進

・エネルギーの地消地産と地域内経済循環を通して、里山の持続的かつ自立的な維持管理を実現

平成30年度に実施した地区での活動については、事業主体に継続性を確認

事業の実施を通じて構築された仕組み等の発表会やマニュアル等を通じて里山整備利用地域な
どの他地域への普及を図る。またHPに活動状況等を掲載し、広く情報発信を行う。

事業内容 事業主体 Ｈ31年度 事業計画 補助率 予算額

薪流通の仕組み
モデル

2件

第２期目の信州の木活用モデル地域支援事業の成果と課題を踏まえ、課題の解決につながる持
続性・発展性を持つ内容についてモデル性の高い事業を公募により採択する。

3/4

・薪の需要量調査
・薪保管庫等の資機材の導
　入
・自立した取組を波及するた
　めの普及啓発活動等

市町村、ＮＰＯ法
人、公共的団体、
林業事業者が組
織する団体等等

3,750

・住民協同による里山の利活

用によって生産される木材

・里山整備によって切り捨てら

れている未利用木材

道の駅・商店街との連携

薪を生産する組織との連携

薪販売者との連携

薪利用者

－15－


